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もくじ 

取扱説明書を読む前には、必ず、「工具安全使用上の手引き」項目 

をお読みください。なお、この説明書には、下記の区分があります。 

  警告：取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う 

可能性があります。 

  注意：取扱いを誤った場合、使用者が障害を負う可能性、 

または、物的損害の発生があります。 

  禁止：この表示は、してはいけない「禁止」内容です。 
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１）安全使用上の手引き                        

この安全使用の手引きは、Ｎｅｗジェネシス（ｎＧ２－Ｓ）工具についての使用上の注意事項を  

述べておりますので、工具の使用・修理・保管責任者の方は、必ずお読みの上、取扱い説明書の   

指示に従って正しくご使用ください。 

また、分解・調整・修理の前には必ずこの取扱説明書を詳しくお読みください。 

（工具のトレーニングについては、弊社にご相談いただければ幸いです。） 

お読みになった後は、実際に使用される方がいつでも見られる場所に保管してください。 

 

 

 使用空気圧力は、0.5～0.7 ＭＰａ（5.0～7.0 気圧）にてご使用ください。 

使用空気圧力を越えて使用した場合、工具が破損し事故や傷害を負う恐れがあります。 

 

 人に向かっての工具の使用・操作は絶対にしないでください。また、工具を前方及び後方 

からのぞかないでください。 

リベット及び破断したステムが飛び出し、事故や傷害（失明等）を負う恐れがあります。 

 

 使用中は保護めがね（ＪＩＳ Ｔ８１４７ 規格品）を着用してください。 

リベット及び破断したステムが飛び出し、事故や傷害（失明等）を負う恐れがあります。 

 

 必ず損傷のないステムコレクターもしくはデフレクターを取り付けてご使用ください。 

ステムコレクターもしくはデフレクターを取り外す時は、カプラーを分離する等により、 

必ず圧縮空気の供給を止めてください。ステムコレクターもしくはデフレクターを取り外 

した状態で圧縮空気を供給しないでください。 

破断したステムが飛び出し、事故や傷害（失明等）を負う恐れがあります。 

 

 ご使用前に各部の損傷がないかを確認し、損傷があった場合は使用を止め修理に出してく 

ださい。損傷のある状態で使用すると、事故や傷害を負う恐れがあります。 

 

 圧縮空気供給部の接続は確実に行ってください。 

接続部のねじ不適合や、ねじの入り代が不十分な場合、使用中にカプラー、ホース等が   

外れて事故や傷害を負う恐れがあります。 

 警告 
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 この工具は、労働安全衛生法、及びその関連法規に従ってご使用ください。 

正しい使用法や安全管理に関するご質問は、弊社までお願い致します。 

この工具使用時に考えられる予防注意事項は、お客様が事前に、全作業者の方に充分に   

ご説明・徹底ください。 

 

 組立て部材を両手で扱う場合は、丈夫な手袋をはめ、指をリベットから離して作業してく 

ださい。また、使用個所に鋭い平面や角のある場合は、作業手袋を着用ください。 

 

 当工具の設計・使用目的以外には使わないでください。 

 

 

 

前記に述べた法的・一般的な安全上の注意以外に、下記の点にご注意ください。 

 

 工具の分解・調整・修理、ノーズアセンブリー交換・セット等の場合は、必ず、圧縮空気 

の供給を止めてください。圧縮空気が供給された状態で分解・調整等を行うと、部品の飛び 

出し、オイルの吹き出し、予期せぬ動き等により事故や傷害を負う恐れがあります。 

 

 工具のブリード・ネジをしっかりと締め込んだ状態でご使用ください。 

  ブリード・ネジの緩みや外れた状態で使用すると、オイルが吹き出し、事故や傷害を 

負う恐れがあります。 

 

 完全なノーズアセンブリーをセットせずに使用しないでください。指をはさむ等、傷害を負 

う恐れがあります。 

 

 弊社から供給・推薦された部品以外の使用は避けてください。また、お使いになるリベット

に適合した部品を取り付けてご使用ください。充分な性能が発揮できないだけでなく、異常動 

作等により事故や傷害を負う恐れがあります。 

 

 当社に無断で工具を改造しないでください。異常動作等により事故や傷害を負う恐れが   

あります。 

 注意 
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 お客様独自の工具・部品の変更・修正による事故・故障につきましては、全てお客様の責任 

で処理下さい。当社メーカー・販売店は一切の責任を負いかねます。 

 

 工具は、常に安全な作業環境で使用・維持管理し、定期的に有能なる適任者によって、損耗 

の有無や機能検査を実施してください。また、その場合も取扱い説明書の指示に従い、充分注 

意して作業をしてください。保守知識、及び技術のない方が実施されますと充分な性能が発揮 

できないだけでなく、事故や傷害を負う恐れがあります。 

 

 工具の作動部分に、長い作業服、ネクタイ、長髪、手拭い・ウエス等がからみつかないよう 

に、注意ください。工具は常に、乾燥した清潔な状態で維持し、できるだけ良好なグリップ（把 

手が滑らない）を確保ください。 

 

 エアー排気口からの排気にご注意ください。エアー排気口から勢いよく霧状の空気が排気さ

れる場合がありますので、顔（特に目）を近づけないでください。また、排気により付近の物 

を汚す恐れがありますので、ご注意ください。 

 

 工具に元圧をつなぐ時に工具が空動作する場合があります。元圧をつなぐ時は工具から  

リベットを取り除いて下さい。装填されたリベットが かしまり怪我をする場合があります。 

 

 工具シリンダー部などのエアー排気口を塞ぐ、カバーを付けるなど排気を妨害しないで  

下さい、エアーホースは常に良好なる状態を維持ください。 

 

 使用リベット、下穴、板厚の組み合わせ、選定に際しては、弊社発行の技術データに     

従ってください。 

 

 工具をあちこちに移動させる場合は、トリガーやレバーに触れないで下さい。      

突然作動することがあり危険です。 
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２）工具寸法・仕様                          

ジェネシスＧ２スプリット工具は、弊社及び 市販のブラインドリベットを高速で幅広い使用個所 

に取り付ける工具として開発されました。 

ロット生産・大量流れ作業に適したコンパクトで軽量、環境に優しい最新技術のデザイン工具です。 

 

 

 

ノーズアセンブリー構成部品の詳細は別表を参照ください。(P. 10-14) 

 

標準は上図の着脱式ステム回収ボトル 

ですが、現在国内ではよりご要望の多い、   

左図の固定式ステム回収ボトルを標準と

しております。 

 

 

 

別売アクセサリー 

品名：ステムコレクター ｼｮｰﾄ 

品番：７１２１３－０３８１０ 
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３）打鋲可能ファスナー                        

 

  ＊ＢＵＬＢＥＸ® はリベット長さとワーク板厚の組み合わせによっては２度引きになります   

＊ＭＢＣ® ＭＢＣ/ＬＣ® ＡＶＤＥＬ® リベットは他社へ移管されました。 

 

＜ ジェネシスｎＧ２スプリット 工具仕様 ＞ 

  使 用 空 気 圧  ：  ０．５～０．７ ＭＰａ 

ス ト ロ ー ク  ：  最小 １７ ｍｍ 

工 具 引 張 力  ：  １０．８８ ＫＮ 

             （１１００ Ｋｇｆ） 

工 具 重 量  ：  ０．８８ Ｋｇ（ヘッド部） 

サ イ ク ル  ：  約 １ 秒 

  ノ イ ズ    ：  ７５ ｄＢ（Ａ）以下 

  増 圧 比    ：  ４４：１ 
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４）工具構成部品                           

New ジェネシスｎＧ２－Ｓ工具は、工具本体、ノーズアッセンブリー、ノーズチップ と３つの構成部品から       

成り立っています。 

 

国内標準 ｎＧ２工具の品番は ７１４０４－０００３９ です。この品番でご発注いただくと   

工具本体、ノーズアッセンブリー（７１２１３－１５０００）に３つのノーズチップ ７１２１０－  

０５００２、７１２１０－１６０７０、０７３８１－０４７０１ 付きでお納めいたします。 

この３つのノーズチップにて打鋲可能なファスナーについては、７）ノーズアッセンブリーを 

ご覧下さい。他のファスナーを打鋲なさる場合には、適合するノーズチップ、ノーズアセンブリーを  

別途ご購入下さい。詳細につきましては、弊社営業担当者にお尋ね下さい。 

 

５）エアー供給                            

工具の最適作動エアー圧は 0.55ＭＰａ（5.5 気圧）です。エアーレギュレーターとルブリゲーター

を主エアーラインに使用することをお勧めいたします。 

これらは、下図のように工具から３ｍ以内に取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意： 

   ・エアーホースは、使用システム内で生ずる最高圧又は １ＭＰａ（１０気圧）のいずれか

高い圧力の １５０％を最低常用圧として耐えうるものを使用ください。 

      ・エアーホースは、耐油性のあるもので、耐摩耗性のある被覆のついたものを選び、切断・ 

破損の恐れがある使用個所では、必要に応じた防護手段をとってください。 

      ・全てのエアーホースは、内径 ６．４ｍｍ (1/4")以上のものを使用ください。 

3ｍ以内に設置 

保守コック 

必要に応じて 

ルブリケーターを設置 

圧力ゲージ 

メインドレン

エアー分岐
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６）操作方法                                   

■操作方法 

Ａ）ジェネシスｎＧ２スプリット工具でブラインドリベットを 

取り付けるには、先ず取付け部材に予め下穴を開けておき、

工具先端にリベットのステム部分をセットし（図１）、    

リベットのシェル部分を取付け部材の下穴に挿入します。

（図２）工具のトリガーを引き、工具を動作させると   

リベットのステム部分が工具ノーズ・ジョーの中に     

引き込まれて破断し、取付け完了します。（図３） 

 

Ｂ）上記方法のセットと逆に、取り付け部材に      

リベットのシェルを先にワークに刺してしてから      

工具をステムに差し込んで打鋲する方法でも        

問題なくご利用できます 

 

 

 

 

■ステム排出方法 

外側のボトルを回して、内側のボトルの穴と 

合わせます。 

その穴から、溜まったステムを排出します。 

溜まったステムを定期的に 

排出させてください。ステムをためすぎると 

工具内部でステムが詰まり、故障につながります。 

 

ステム排出方法 （着脱式の場合） 

ボトルは図のようにまわして引き抜くことで 

ボトル部が外れます。溜まったステムを定期的に 

排出させてください。ステムを溜めすぎると 

工具内部でステムが詰まり、故障につながります。 

 

 

（図１） 

（図２） 

（図３） 

外側を回す 
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■バキュームカット 

トリガー部を図のように上部に持ち上げることで 

バキュームがＯＦＦとなり、エアー消費を抑える 

ことができます。 

引き金を引けば自動的にバキュームは再開します。 
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７）ノーズアセンブリー                        

ｎＧ２工具は、工具先端部のノーズチップのみを交換する事により、この工具で打鋲出来る   

アキュメント製ブラインドリベット（ＡＶＳＥＡＬⅡ®を除く）を打鋲出来ます。 

４）の工具構成部品に記したように標準工具には下記のスタンダードノーズアッセンブリーと  

７１２１０－０５００２、７１２１０－１６０７０、０７３８１－０４７０１の三つのノーズチップ

が含まれています。 

 

71213-15000：スタンダードクイックリリースノーズアッセンブリー 

 

＊ 上図の３番から１１番までを集めて品番 ７１２１３－２０３２０ カートリッジアッセンブリーとしても     

供給可能です。 
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＊ 前ページ、本ページの２表中で品番の後に ２ 表示があるノーズチップはヘッドフォーミングタイプで 

  リベットフランジが皿頭形状の物にしか使用できません。 

   07340-06401 07340-06501 07340-06601 

 

71210-15200：エクステンションノーズアッセンブリー 

 

このエクステンションアッセンブリーはスタンダードではアクセスできない、狭い立ち上がり箇所

などに打鋲するために作られています。 

必要な場合工具とは別途ご購入下さい。 

ノーズチップがスタンダード用と比較して細く長く成っています。 

壁際でのアクセスを向上するため、１番ノーズケーシングの先端部を切り欠いています。 

その為、スタンダードと比較すると破断したステムを吸引する力が若干劣ります。 

詳細につきましては、弊社営業担当者にお尋ね下さい。 

 

このノーズアッセンブリーと交換するには、８）工具・部品図面の  

１番 メイルＴアダプターを取り外して、左図９番ジョースプレッダー

ハウジング（７１２１０－０２１０１）と１０番Ｏリング     

（０７００３―００２７７）に交換する必要があります。 
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71203-16100：ＡＶＳＥＡＬⅡ®用クイックリースノーズアッセンブリー 

  ＡＶＳＥＡＬⅡ®を打鋲する場合はノーズアッセンブリーと交換を交換の上で 

下記表のノーズチップをご使用下さい。 

 

 

 ＊エアロスペースファスナーは他社へ移管されノーズキットも廃止しました。 
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注意：  セットする前に、必ずエアー源は切ってください！ 

■ノーズ・アセンブリー セット方法 

 

 

文中の｛  ｝数字は、ノーズケーシング表内（P.9～11）図の品番です。 

 

標準（クイックリリース）ノーズアッセンブリーの場合は、 

 

1. ジョー｛4｝の背中にモリリチウムグリース EP･3753 を薄く塗る。 

2. ジョーハウジング｛3｝を万力に挟んで固定し、ジョー｛4｝を落とし込む。 

3. 予めバッファー｛6｝をセットした ジョースプレッダー｛5｝をジョーハウジング｛3｝に         

挿入する。（ジョー外側のＶ形状を位置決め） 

4. ジョースプレッダー｛5｝にスプリング｛7｝をセットする。 

5. ジョースプレッダーハウジングＴ｛9｝にデテントスリーブ｛10｝を挿入する。 

6. ジョースプレッダーハウジングＴ｛9｝にロッキング・リング｛8｝を挿入。 

7. ジョーハウジング｛3｝にジョースプレッダーハウジングＴ｛9｝をねじ込み、スパナの枝を 

 ジョースプレッダーハウジングＴ｛9｝の溝にはめてゆるまないように締め込む。 

8. 下図のようにＴ型に沿って横にスライドセットさせる。 

9. ノーズチップをノーズケーシング｛1｝にねじ込み、スパナでしっかりと締め付ける。 

10. ノーズケーシング｛1｝を‘Ｏ’リング｛2｝とともに、ジョーハウジング｛3｝にかぶせて          

工具本体にセットしスパナでしっかりと締め付ける。 
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オプション（エクステンション）ノーズアッセンブリーの場合は、 

 

1. ジョー｛4｝にモリリチウムグリース EP･3753 を軽く塗る。 

2. ジョーハウジング｛3｝に、ジョー｛4｝を落とし込む。 

3. 予めバッファー｛6｝をセットした ジョースプレッダー｛5｝をジョーハウジング｛3｝に         

挿入する。（ジョー外側のＶ形状を位置決め） 

4. ジョースプレッダー｛5｝にスプリング｛7｝をセットする。 

5. ジョースプレッダーハウジング｛9｝にロッキング・リング｛8｝を挿入する。 

6. 工具ヘッドを下向きにして、部品セットされたジョーハウジング｛3｝をジョースプレッダー・ 

ハウジングにねじ込み、スパナでしっかりと締め付ける。 

7. ノーズチップをノーズケーシング｛1｝にねじ込み、スパナでしっかりと締め付ける。 

8. ノーズケーシング｛1｝を‘Ｏ’リング｛2｝とともに、ジョーハウジング｛3｝にかぶせて          

工具本体にセットしスパナでしっかりと締め付ける。 

 

■保守点検 

ノーズアセンブリーは毎日点検してください。 

 

・上記セット方法の逆順で全てのノーズアセンブリーをはずす。 

・摩耗・破損パーツを新品交換する。 

・特に、ジョーの摩耗に注意する。 

・スプリング｛7｝の歪みをチェックし、新品交換する。 

・交換、清掃を行い上記セット方法にて組み付ける。 
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８）工具・部品図面                          

 ピストル部 
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 - 17 -

固定タイプステム回収ボトル装着型 

 

 上記の表中＊印はｎＧ４工具用で、ｎＧ２-Ｓ工具では必要有りません。 
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インテンシファイアー部 
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 注意：この工具を購入・使用されるユーザは適切なスタッフに 
      修理・保守に関する指示・知識を伝える責任があります。 

 適正な教育を受けていない作業者による修理・保守作業は禁止。 

工具先端

 

８９ バルブと本体との間のエアーをシールする 

Ｏリング（左記４）の品番は ０７００３－００１０３ です。 

 

 

 

 

 

９）サービス手順・サービスキット                   

 

 

 

 

■日常点検 

1.毎日の作業開始前、あるいは、新品工具を初めて使用する際にはきれいな低粘度の潤滑油を  

２～３滴、エアー吸入口から注油してください。特に連続的に工具を使う場合は２～３時間毎

に同様の注油を行なって下さい。エアーラインにルブリケーターが付いている場合は不要です。 

2.エアー漏れの有無をチェックしエアーホースや接続カプラー等に破損があれば交換して下さい。 

3.適正なノーズアセンブリーがセットされているか点検してください。 

4.ノーズアセンブリーを外して、掃除して下さい。特にジョーの摩耗を調べ摩耗が有れば    

交換して下さい。再組付け時には、モリリチウムグリース EP ｰ 3753 を塗布し潤滑を良くして

ください 

5.工具の最低ストローク(17ｍｍ)を確認。 

  ジョースプレッダーハウジング背面 

  とヘッドアセンブリー先端面のトリガー 

操作前と後の差（右図）を計る。    

 （Ａ－Ｂ＝最小ストローク） 

 ＊測定時に指を挟まないように注意！ 

6.ステムキャッチャー（回収）ボトルが 

装着されていることを確認ください。  
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 注意：モリリチウムグリースＥＰ－３７５３・安全上の説明 
 

＜緊急時の初期対処＞ 

  皮膚に付着 ：グリースは完全耐水ゆえ、認定されたスキンクリーナー溶剤 

         で除去ください。 

  誤飲用の時 ：３０ｍｌのマグネシウム液を飲み、別にミルクをコップ一杯飲む。 

  眼に入った時：痛みはありますが無害です。清潔な水で洗浄し、すぐに専門医に 

         ご相談ください。 

＜環境対策＞ 

  承認された場所で、こすり取って燃やすか排気処理ください。 

＜火気および消火方法＞ 

  発火点２２０℃。可燃性ではありません。 

  炭酸ガス、ハロン、または経験者・専門家による散布水処理 

＜取り扱い＞ 

  耐油性グローブ、防護クリームを使用のこと。 

＜貯蔵＞ 

  熱気・酸化助成物から離すこと。 

■週単位の点検 

・エアー供給ラインのホースや接続部品にエアー漏れが無いかチェックして下さい。 

 

■潤滑グリース 

 専用の潤滑グリース品番：０７９９２－０００２０ （８０ｇ） 

 

■サービスキット 

 キット一式品番０７９００－００７１６ （下表の部品を含みます） 
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  注意：この工具を購入・使用されるユーザは適切なスタッフに 
     修理・保守に関する指示・知識を伝える責任があります。 

  適正な教育を受けていない作業者による修理・保守作業は禁止。 

  注意：分解の前には、必ず工具へのエアー源を切り、清潔な環境 

で作業してください。 

 注意：工具は毎日チェックし、週単位で修理・保守ください。 

工具の分解組立後は、必ず油を補給してから作業ください。 

１０）工具分解修理                          

５０万回の作動または 1 年毎（いずれか短い方）に完全分解修理と新パーツ交換が必要です。 

 

 

 

 

 
 
 
 
※ 文中の(数字)は、前記 P.15-20 の図面パーツ品番です。 

※ 文中の(*)はサービスキット内の部品です。 

 

■分解する前に次のことを行ってください 

 1. 工具内の油を捨ててください。ハンドル・アセンブリーの上部にあるネジ(1)と           

ボンディッド・シール(5)をはずし、工具を逆さまにして油を抜きます。 

 2. 前記 P.12 の手順でノーズ・アセンブリーをはずす。 

 

■ ヘッドアセンブリー 

1. 17 ページ(10)リテーニングナットを外して 17 ページ(1)ボトルアッセンブリーを外します 

2. 17 ページ(2)ボトルアダプターアッセンブリーを外します。 

3. 17 ページ(3)エンドキャップアッセンブリーを外します。 

-------- ここから下の破線までは脱着式ボトル装着機の場合です。 -------------------- 

1. ステムコレクターボトルアセンブリー(20)をまわして引き抜く。 

2. スクリュー(21)を 2 個はずし、ストッププレートアセンブリー(19)を取り外す 

3. リテイニングナット(47)を取り外す。 

4. “Ｏ”リング(22)(23)と一緒にボトルアダプターアセンブリー(24)を引き抜く。 

5. ”Ｏ”リング(16)とリップシール(26)とともにエンドキャップアセンブリー(34)を  

引き抜く。 

 --------------------------------------------------------------------------------- 

4. スプリング(15)を取り出す。 

5. ロックナット(3)を緩めて”Ｏ”リング(2)ごとメイルＴアダプター(1)をはずす 

6. バキュームスリーブ(41)を引き抜く。 

7. ”Ｏ”リング(41)(42)とともにロックナット(3)をはずす。 
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8. シリンダー内部にキズなどがつかないよう注意しながらヘッドピストン(27)を後方へ    押

し出しヘッドアセンブリー(6)から取り出す。 

9. サークリッププライヤー(*)を使ってシールリテーナー(12)をはずす。 

10. シリンダー内部に注意しながらリップシール(9)とベアリングテープ(8)を後ろ側へ      

押し出しヘッドアセンブリー(6)からはずす。 

11. シールハウジング（5）とリップシール(7)を取り出す。 

 

●再組立は以下の点に注意すること。 

 1. リップシール(9)の組み付けは向きに注意しながらインサーションロッド(*)を使用する。 

 2. シールリテーナー(12)の面取り部が前方（シリンダー底）になるように組み付けする。 

 3. ヘッドピストン(27)にリップシール(13)、”Ｏ”リング(50)さらにベアリングテープ 

  (51)を向きに注意して取り付けたあと、ピストンのネジ部にバレット(*)をかぶせる。 

 4. ピストンスリーブ(*)をヘッドアセンブリー(6)に取り付け、ピストン(27)を挿入する。 

 5. ピストンを奥までセットしたあと、ピストンスリーブ(*)とバレット(*)を取り外す。 

 6. メイルＴアダプター(1)をピストンのネジ部に組み付けた後、ロックナット(3)で           

ロックすること。 

 

■インテンシファイアーアセンブリー部 

1.インテンシファイアーを分解するときには、最初にコネクター(87)に接続している    

エアー供給ホースを取りはずす。 

2.六角レンチを使用して、スクリュー(72)４本を緩めて、プロテクション・プレート(71)を 

 取りはずす。 

3.フェストバルブ(89)からエアーチューブを取りはずす。 

4.六角レンチを使用して、スクリュー(94)とワッシャー(95)をはずし、カバープレート(58)と 

 ガスケット(83)を取りはずす。 

（再組立時には、シール性を確保するためにガスケットに傷などないかチェックしてください。 

5.本体を逆さまにして、タンクに入っている油を廃棄します。 

6.スパナを使用してコネクタ(79)とシール(80)とクイックリリース・コネクタ(78)をはずす。 

7.六角レンチを使用して、バルブ(89)を取りはずす。その時バルブ－本体間にある'Ｏ'リング 

 を脱落させてなくさないように気をつけてください。 

8.六角レンチを使用してスクリュ(68)を取りはずし、サイレンサー・カバー(96)をはずす。 

9.フォーム・サイレンサー(64)、スペーサ(67)、リテーニング・プレート(66)を取りだす。 

10.ドライバーを使用して、慎重にリテーニング・リング(69)を取りはずす。 
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11.エクストラクター(＊)の雄ねじ部をエンドカバー(63)にねじ込み、'Ｏ'リング(62)と  

一緒に引っ張り出す。 

12.クイックレリーズ・コネクタ(78)の取り付けてあった穴口からインサートロッド(＊)を 

挿入して、ピストンロッド(59)を軽くたたいて、ピストン・アセンブリーを押し出す。 

13.ピストンストップ(99)と'Ｏ'リング(100)を取り出す。 

14.スパナ(＊)を使用して、シールプラグ(74)を取りはずす 

15.クイックレリーズ・コネクタ(78)の取り付けてあった穴口からインサートロッド(＊)を 

挿入して、シールハウジング(77)を押し出す。 

16.スパナ(＊)を使用して、ボディからノン・リターンバルブ(82)を取りはずす。 

（低エアーを吹き付けて清掃をしてください） 

17.エアーピストン(60)からピストンロッド(59)を取りはずすには、ロッド表面に傷を   

つけないように注意して、ロッド先端から２０ｍｍ以上のところをソフトジョーバイスでは

さみ、スパナ(＊)を使用してナット(65)を取りはずす。 

18.全ての部品を清潔にして、'Ｏ'リング部品は全て新品に交換する。 

19.全てのシールには、モリリチウムグリース EP ｰ 3753 を軽く塗布する。 

20.ノン・リターンバルブ(82)は、シール剤を塗りこんでから締めこむ。 

 

 注意：エンドカバー(63)をつけていない状態で工具を作動させないで下さい。 

 

●再組立は以下の点に注意すること。 

 1.シールの痛み具合をチェックし、必要があれば取り替える。 

2.エアー部のシールはモリコート５５Ｍを使用し、油圧部のシールはモリコート 

  １１１を使用する。（モリコートはサービスキットに含まれております） 

 

■ロータリーバルブ部 

1.ピンパンチ(*)にてトリガーピン(40)を押し出して         

トリガーアセンブリー(39)をはずす。 

2.トリガーバルブエクストラクター(*)を使って    

トリガーバルブ(38)をはずす。 

 

●再組立は以下の点に注意すること。 

 左図を参考にロータリーバルブ(39)の組み付け方に注意  

すること。 
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■ストッププレート・アセンブリー部 

固定ボトル式の場合のみ 

・詳細図を参照下さい。 
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注意：全ての作業は清潔な部屋、きれいな手、クリーンな作業台 
     の上で行ってください。オイルは気泡のないクリーンなもの

を使用し、異物の混入・侵入のないように留意ください。 

工具に重大な損傷を与える場合があります。 

１１）給油について                          

 

 

 

 

 

1.工具の分解組立後は、必ず下記給油作業が必要です。 

2.長期の使用で油圧回路内にエアーが入った場合ストロークが不足してリベットが  

一度で打鋲できなくなりますので、その時も行って下さい。 

3.インテンシファイアーのオイルが減ってきた時は適時補給して下さい。 

 Ｇ工具専用オイル 品番：０７９９２－００００２ ハイスピン ＶＧ３２（５００ｃｃ） 

 

■日本国内で入手可能なオイルの銘柄 

日本国内で入手可能銘柄 Ｇ工具 

専用ＯＩＬ ＭＯＢＩＬ ＥＳＳＯ ＳＨＥＬＬ ＥＮＥＯＳ 

（新 日 本 石 油 ） 

出 光 興 産  コスモ石 油  

ハイスピン  

ＶＧ３２ 

（ＩＳＯ規 格  

ＶＧ３２相 当 ） 

モービル 

ハイドロリック 

オイル ３２ 

テレッソ ３２ テラスオイル 

３２ 

スーパー 

ハイランド ３２ 

ダフニー 

ハイドロリック

フルード ３２ 

コスモ 

ＮＥＷマイティ

スーパー ３２

（２００４年６月現在） 

■給油方法 （＊印は 21 ページサービスキット内の工具を示す） 

１．インテンシファイアーにエアーを接続する。 

２．スクリュー(10)とシール(11)を取りはずす。 

３．スクリュー(10)の穴にノンリターンバルブアセンブリー (＊)を取り付ける。 

４．ノンリターンバルブアセンブリー (＊)から、適当なオイル容器まで、ラバー 

  チューブを取り付ける。 

５．インテンシファイアーのリザーバータンクに新しいオイルを十分に入れておく。 

６．トリガー (39)を 2 秒程度押し、開放する。 

７．ノンリターンバルブアセンブリー (＊)をから出てくるオイルに気泡がなくなるま

で繰り返しトリガー動作を繰り返す。（リザーバーのオイルは適時補給する） 

８．ノンリターンバルブアセンブリー (＊)を取りはずし、スクリュ(10)とシール(11)

を取り付けます。 

９．トリガーを引き、工具の最低ストロークが規定量あるか点検します。不足している 

場合は給油が不完全の可能性があります。 

注意：工具を作動させる時、ジョースプレッダーハウジングに手を挟まない

ようにお気をつけください。ストローク部に手などを近づけますと 

怪我の可能性があり、非常に危険です。 

１０．ストロークが十分であればノーズ・アセンブリーを取付けます。 
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１２）アクセサリー                          

●ステムデフレクター（71213-20100） 

 ステムデフレクターはゴム製で自由に   

曲がり、スタンダードのステム回収   

ボトルではじゃまに成るせまい場所  

などに使えるアクセサリーです。 

   注意！ これを使用する場合は安全のため            

ステムの吸引（自動排出）は使えなくなります 

 

 

 

 【交換方法】エアー供給をＯＦＦしてから行ってください。 

  ・コレクターボトルおよびストッププレートＡＳＳＹを取り外します。 

  ・アダプターにステムデフレクターを挿入し、ボトルアダプターに装着します。 

  ・ピストン先端にあるロックナット(3)をシールドナットと取替えます。 

   （この操作により、バキュームエアーがカットされます） 
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●エクステンション 

 エクステンションを工具とノーズＡＳＳＹの間に取り付けることで、深い部分の打鋲

が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【取り付け方法】 

  1.１１ページ同様にメイルＴアダプターを取り外して、９番ジョースプレッダー 

ハウジング(71210-02101)と”Ｏ”リング(71210-20300)と交換します。 

2.インナーをジョースプレッダーハウジングに取り付けます。 

3.アウターをヘッドアセンブリーに取り付けます。 

4.ノーズアッセンブリーを取り付けます。 
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１３）故障原因と処置方法                       

 

故障状況 原因 処置 

・ 所定のエアー（５～７気圧）不足 確認 

・ 工具エアーバルブ等摺動不良 エアー取入口に 

潤滑油数滴補充 

・ ジョーにホコリ等の堆積・目詰まり 清掃 

・ ジョーの摩耗、破損 交換 

リベット打鋲が 

２度引き以上 

必要になる 

・ 工具内部のオイル 

多量の使用で油の中に気泡が生じ、 
ストロークが遅くなったり戻りが悪くなったり 
する事があります。 

補充 

または 

交換 

・ ジョーの摩耗、ホコリ等の堆積・目詰まり。 清掃 

・ ジョーハウジングがゆるんでいる。 締め込み 

・ ジョースプレッダスプリングのへたり・破損。 交換 

・ ノーズの選定が適切でない。 交換 

ジョーがステム 

をつかまない 

・ ジョースプレッダーの破損、歪み、汚れ等。 交換 

・ ジョー又はジョーハウジングの汚れ。 

 

清掃、 

グリース塗布 

・ ジョーハウジング、ノーズチップ、ノーズケーシン

グのゆるみ。 

締めつける 

 

ジョーが 

つかんだステム 

を放さない 

・ ジョースプレッダスプリングの破損またはからみ

つき。 

交換 

・ 所定のエアー（５～７気圧）不足 確認 工具ストローク 

が遅い ・ 工具エアーバルブ等摺動不良 エアー取入口に 

潤滑油数滴補充 

・ 間違ったジョースプレッダーがセットされている。 交換 

・ ジョースプレッダーの汚れ・歪み。 交換 

・ バキュームエアー量が不足。ロータリーバルブ 調整 

破断ステムが 

工具内で詰まる 

・ ステム・コレクタボトルにステムがたまりすぎてい

る。 

廃棄 

 

 



 

 

 

製品の形状および仕様は予告なく変更される場合があります。 

■本　　社／東京都千代田区紀尾井町3-6（紀尾井町パークビル8F） 〒102-0094 Tel 03-3265-7291(代)

　■営業部門

　栃木営業所／栃木県宇都宮市東宿郷6-1-7（ビッグ・ビー東宿郷4F）  

　東京営業所／東京都千代田区紀尾井町3-6（紀尾井町パークビル8F）

　北陸営業所／富山県高岡市京田462-1　　　　　　　　　　　　 　

　豊橋営業所／愛知県豊橋市野依町字細田　　　　　　　　　　　   

　中部営業所／愛知県名古屋市名東区亀の井2-269　　　　　　　 　

　大阪営業所／大阪市淀川区西中島６-１１-２５（第10新大阪ビル１Ｆ)

　広島営業所／広島市東区光町1-10-1 9（日本生命広島光町ビル5F） 

　九州営業所／福岡県飯塚市有安１０２５-７

■工場　豊橋工場／愛知県豊橋市野依町字細田　　　　　　　　　　

〒321-0953

〒102-0094

〒933-0874

〒441-8540

〒532-0011

〒732-0052

〒465-0094

〒820-0111

〒441-8540

Tel 028-637-5021(代)

Tel 03-3265-7291(代)

Tel 0766-25-7177(代)

Tel 0532-25-1126(代)

Tel 052-709-4600(代)

Tel 06-7668-1523(代)

Tel 082-568-5002(代)

Tel 0948-88-8460(代)

Tel 0532-25-1126(代)

www.StanleyEngineeredFastening.com


